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炭素原子が2次元蜂の巣格子として無限に広がったシート構造を有するグラフェンは，物理の

みならず化学や物質科学の分野において革新的次世代材料として注目されている。また，グラ

ファイトを化学的に剥離して得られるグラフェンに類似した薄片状物質は酸化グラフェン（GO）と

呼ばれ，莫大な表面積と無数の官能基を有することから，電極材料，触媒，医療分野など幅広

い分野での応用が期待されている。グラフェンとGOはその優れた特性から極めて魅力的な材料

といえるが，大量生産が難しい。近年，電気化学的にグラファイトを剥離する手法が，グラフェン

やGOの生産プロセスとして注目されている。特にアノード反応を利用すると，短時間で大量の処

理を行うことが可能であり，適切な電解条件を選定することで，低欠陥のグラフェンから酸化度を

制御したGOを得ることがきる。しかし，通電するために電極を取り付けることのできる形状に成

形する必要があり，粉末状やフレーク状で手に入るグラファイトを直接処理することができない。

本研究では，バイポーラ電気化学の原理を応用し，グラファイトに対して直接通電することなく，

グラファイト粉末を剥離する方法を開発した。本手法では，不溶性電極間に電場を印加すること

で，電極間に配置したグラファイト試料を電気化学的に剥離することが可能である。
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実験の概念図

不溶性電極間に試料を配置し適切な条件で

電解を行うと，電極間に配置したグラファイトが

形状に関わらず剥離される

電解前 電解後

粉末試料（粒子径20~500μm）の電解前後の光学顕微鏡像

電解後には薄片状物質が多数確認される
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ワイヤレスな電解処理で
グラファイトの層間剝離を
実現

本手法は粉末試料（粒子径20~500μm）に対しても有効である
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